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] 墓石の韓倒，移動等から推定した昭和27年十

勝沖大地震にbける北海道各地の最大加速度

と，特異な地割れの観察

* キキ * 
福富孝治・田畑忠司・藤木忠美・金安公造

ぴ北大理学部地球物理家教室，材北大低温科学研究所海洋学部門〉

一昭和 28年4月受理一

I 序 = 盲

昭和 27年3月4日の十勝沖大地震は北海道の開発以来の大地震であったので，地震後各機関

によって各専門分野の調査が行われた.筆者らも 3月下旬に激震区域に赴いて墓石の転倒・移

動の調査，地割等の調査を行った.又 700通の往復葉書を北海道各地の中学校に出して震度，

被害，地割れ，地鳴り，発光現象，地下水変化，津浪等の各地の状況の照会を行って382通の

回答を得た.ζLに各中学当局に厚く謝意を表する.

現在各研究機関による調査結果が既に発表されているので，同じ様た事柄に関することは他

の機会に譲り，と Lには墓石の転倒移動から推定した各地の最大加速度と 2-3の特異な地割れ

現象に関する観察とについて報告する.

11.墓石の輔倒，移動から推定した十勝沖地震の最大加謹度
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比が小さいもの 第1圏墓石の転倒状況の調査箇所(点線は転倒率の概値が5%を示す場所〉
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74び台が傾斜しているものに重点を沿いて測り，その高さ縦・横の隔の寸法を測定した.転倒

したものは出来るだけ多くのものについて高さと，幅の小さい方を測定し，その転倒方向も調

べた.又形の不規則なもの，その下に蓮台のあるもの，上に有蓋の乗っ℃いるもの，石燈龍，

煙突等で転倒方向の明瞭たものはその転倒方向だけを測った.とれらの結果は場所毎に分けて

第3表(末尾参照)に示した.第3表には墓石の転倒率の目測した概憶も参考のため併記した.

十勝沖地震の主要動は筆者の一人福富は札幌市北大低温科学研究所の前庭で感じたが，非常

にゆらゆらと緩い震動で軽い目まいを感じた程で加速度の大きい震動の継続時聞は 0.5-1分

位であった.又浦幌駅の天井から吊下げられた電燈にはコードの長さに 2.5m， 23 m， 2.0 mと

らicm (2本〕と種々あったが，その中 5icmのもの 1個が地震の際天井に衝突して破損したこ

とを駅員に聞いて確かめた.とれは共振による結果と考えられるから，とれから周期を求める

とT=1.5秒が得られる.との周期は木造家屋θ固有振動周期としては長過ぎるものである.

即ち浦幌市街では地震の主要動の周期がこれ位であったことを示すものと思う.又札幌管区気

象台の報告によれば各測候所の地震計により測定された主要動の周期は第1表に示した様に震

度IV-V(f)区域で1-4秒位の周期であったととが判る.

第1表北海道の主要測候所に治ける十勝沖地震の主要動の半振幅，周期，

7.k平最大加速度 げ札幌管区気象台の発表による〉

竺一一~J 1&_竺竺-lf-ftjアJて型戸
札幌 5.1 1.7 70 

{illl 路 3.0 0.7~ 1.0 241 

根室 2.2 3.9 57 

稚内 5.9 7・7

森 8.3 2.0 82 

α 

9 
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斯様に主要動の周期は墓石の rockilほの cycleに比較して大きいと考えられるから墓石の転

倒は“短柱"の理論に従うものと見倣して考えを進める.今高さ lt，幅b，台の傾斜tなる角柱

に水平と θたる角で地震動が働いて αなる加速度を受ける場合を考えれば，地震動の加速度 α

と重力の加速度グとの比抗これ以上大きくなれば転倒するという境界飽(~)宇は

( ;キ (-f)CM-Sind
一)*=一一 一
伽仰)+け)向山)

(1) 

で与えられ，地震動の加速度の働く方向が水平から次式を満足する様な傾き Oの場合に

山十t)=÷ (2) 

(~r は極/判一?);とれ，その値は次式で与え山
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ベ+)COSi-Si 
(ーの-一一一-，-J-:+(百E

若し台の傾斜が主主ければ (3)式は

(7X-A-
，-J可子了

とたる.

3 

(3) 

(4) 

十勝沖地震に於ては加速度の大なる震動の継続時聞は前に述ぺたように筆者らの体験からも

0.5-1分位はあったものと思われるし，転倒しなかった各地の墓石についても相当数の回転や

回転の結果の移動と思われるものが認められ，これも加速度の大きい震動の継続時間が比按的

長かったととを示すものと思う.従って墓石を転倒するに最も都合のよい条件が満足されたも
α 

の，即ち任意。 h，bに対しこれを最小の で転倒せしむぺき機会が起きたものと仮定して，
〆m 、*g 

(，3)式叉は (4)式から各墓石に対しl三) を計算して，これを第3表中に記入した.
¥glm 

十勝沖地震にむける各地の墓石の転倒状況はか怒り複雑であったので，各地白地震動の最大
α I a ¥牟

加速度と重力の加速度との比一ーの大きさの範囲を次の様払方針で各墓石の i二二} の値か
9¥g I拙

ら近似的に求めた.

(1).転倒しない墓石
/α¥ * .. (α1キ*

ある土地の転倒しない墓石について計算された(-=-)の値の中最小の値(一一) を求め，
¥ダ/叫 ¥タノ叫

所要のずの値は

とした.

(α)紳 α一一 J>一-
g I刑ダ

(II). 転倒した墓石

(5) 

((1) 踊り現象で転倒したものがないと仮定すれば，転倒した墓石の (~)n: の最大値を
傘本傘1) とゐけば
ダ川

(α)紳 α(α 料*一>ー>一):** (6) 
g 川 g ¥ g 1m 
， -、キ* 1_、**キ

となる筈であるから， (一二二) >(ーニ) を満足する土地では (6)式が成立つものと見倣し
¥ g I同¥グ/川

た.との条件を満足した場所は大津，標茶だけであった.
/ 司 、キキキ I _ 、キ*

(2) 他の場所では(一二二) >(一二二一) となっている. とれは墓石の中には踊りに伴う移動
¥タ/川¥ダ/拙

の結果転倒したものが少くないことを示すものと思われる.従うてこの場合には浦河の様に円
/ ¥ 誠事 I _ ¥ *キ*
Jα¥'  I rL ¥ 

筒墓石がある場合にはこれらの(一一) の最大値を(二三l とし-cCu)式により q の範
¥g I叫 ¥gI叫 ダ一

周を求めた.とれば円筒墓石は踊りによる移動が起り難いと考えられるからである.
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/α1判事 /α¥  
(8) 一般に(一一I >(←ー) の場所では (0)式によるーーの上限値だけしか判らな

¥タ/川¥g1m g 

い. しかし，とれだけでは応用上困ることが多いので，今一段ざつばくになるが次の様な考え

で a の下限を推定した.
ダ/-、林 I __、 * I __¥* 
(a) (二二) >(一二二一lを満足する(一二=-) の値をもっ墓石がある場合で，墓石の転倒率
¥ダ/川¥gI川¥グ /IIL

が 10.9~以上の場合には，転倒した墓石の全部が踊りにだけ原因したとは考え難いから，転倒し

た墓石川一ιγの最小値を以てとの下限とした・
、を'1 I n必 '1 、 警告
vν/α¥T  

(b) 向 (a) の場合に転倒した墓石の(ー~ ) を小さい順に配列してその値の小さい方か
¥g 1m 

ら順次転倒方向を調べてその方向が震央方向に近い場合T，震央方向に直角に近い場合Lであ

るか，無関係な方向であるかを調べ，かような値がT文は Lで続く最高の値を以てー土の下
/α¥**α/α1卒、 /α¥* ~ ，~.~ ;t 

限と見倣した.これは(一一) > ，~ > (---=--) を満足する(~)の値をもっ墓石は踊るこ
¥ダ/川タ¥タ/川 ¥ g 111ι 

とたく一回で転倒する筈であるから，転倒方向がその場所の地震動の方向(後述する様に震央
/α1料 /α¥キ α

に直角又は震央方向に近いものが多い〕に向くと考えられるに反し， (一一) >十一 )>一一
¥グノ11. ¥グ /ω g 

~~(と)の抱の墓石は踊りによって不規制方向に倒れる可能性が多いと考えられるから
、"/山

である.との様にして下限を求めた場所は静内，三石，阿寒村，浦幌，池田，厚岸である.
/目、宇/..、本*〆一、

(c) 次に( ~.'--)のすべてが(一二二) より大きい場合には(ら)式によって(一二一一)
¥グ/叫¥グ/川¥グ J

の上限だけしか判らないが，第2図に見られるように墓石の転倒率から見てあきらかに

(日〉!直がとよりも大に過ぎると思料?場所は11)》ととした又図からヱ
〆 ¥キ求

タ 川/月、キキ g 町、料 n¥グ/川 9 9 
の値が l一二二) に近いと推定される場合は{ニー) 孟ニーとした.

¥ダ 1m ¥g /品ダ

以上の様な方針で第3表の資料から各地の最大加速度。範囲を推定すると第2表の結果が得
/ α ¥ ヨド

られる.表には参考のために墓石の転倒率の概値，不倒墓石の(一一iの範囲(測定数)，転倒

墓石の(す)"~の範囲(測定数)，震度けし附区気象台発表。五ムオ;によっては上述の中学
校よりの回答を参考として修正したもの)，震央距離dをも併記し?と.

第2表墓石転倒状況から求めた十勝沖地震に長ける北海道各地の最大加速度の範囲

震-

i也 名 11まぞ官、思 1(二}の儲 1(斗の鮪 l羽|最大加速度比(~)I 皮 |備 オd多

大 津 1170~8Ml039~〈わ0.431| 0.31-0.39 fg とと0.39
(6) 

l院 11 45-55~';; 1 0 ， 30:::~.38 1 0.28-0.39 
移動から浦幌中学

浦 〉旦g>ノ0.29 1 V 1 li (街外〉では 7α~ (7) (8) 

0.51となった・

池 問 11 45-55，% 
0.32 0.22-0.35 0.32>~>0.26 I VI I d= 113 km く2) く21)

白 糠 l( 50~60% ! 0.31~くわ0.38 0.26-0.48 間>~>0.26 I V I d=106km く8)
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今第2表K得られた各地の最大加速度の値が妥当な値で、あるか否かを判断する一方法とし

て，或る土地の推定した墓石転倒率の概値を横軸にとり，その土地の最大加速度を縦軸にとっ
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兎に角，転倒率が小さいのに一ーの範囲がとの直線の他より非常に大きく出ているものはと

グ

少し信用度が低いものと見倣して第2表中の7値f'C6a::附けて

釧路測候所の水平最大加速

の様?J.点で問題であるから，

α H  
又第2表によれば釧路のーーの{庄は 0.31>-.:ニ>0.2.5であるが，

9 
度の比(第1表〕は 7-925である 上下動を考えればこの植は多少大とたるであらうから

両者はかなりよくーゑしていると考えるべきで②る・又第2表によれば苫小牧uEーの値は
?辺町ある 札幌附管管:区気象台に沿紺ける水平最大鳩度の吋比(悌悦第抑2怯表〕冶は?点叩O肝7

ζれも多少札幌が苫小牧より震央央‘距潟離佐が大きいζと，上下動が入うていないことを考えれば，

沿いた.

よく一致すると考えられるのである.

次に特記すべきことは浦幌市街から少し離れた浦幌中学の雨天体操場が大移動をしたこと"0'

ある.校舎は泥炭地の上に 1m位粘土質土壌を盛ってその上に建てられたものであるが，殆ど

しかし，雨天体操場も内壁

ζの校合 L東西方向に長い〕だけが第3図写真に示した様に

金、漬の状態で、雨天体操場の外に小家屋が難を免かれた程度で、ある.

には到る所亀裂が入っているが，
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敷石から外れて S400Eの方向l乞南西隅で DOcm， 北問隅で

65 cm (rC及ぶ移動を行っていた.

今地震の最大加速度が水平と θなる角度で、働いて移動が行

ったとすれば

αご __/1

グー cos8十μsin8 
(7) 

となる.とこに μは移動物休と下の台との摩擦係数で木が石

の上を滑る場合は μ=0.60位で、あるととが会f1られている.今

前11こ述べた様(rCθのかなり11:.;い範囲に地震動の加速度が働い

たとすれば tauθ=μなる θのflITIf'C対して主が最;}、組

けんちとなり 9 との値帥式で与えられるグ 第3関21;122Ttr
(α -; )ηlin 玩七五 (8) 

7 

/日 ¥ /α¥
との式(rC上の μの値を入れると u=:)1ハで( 一)が最小とたり(一一 =00.[;1が得られるー即

¥グ/ ¥グ/，川凡α 白

ち， 1市幌中学間近では最大加速度の比ー は少くも O.filはあったことにたる.
グα 

先(rC述べた様I'Ci市幌市街では一~ (，1 0.29--0.30位と推定された. との結果は不許f5合ではた
グ

く，中学の所在地と市街地との地質の差に原因したものと思う.今参考会でに， {1M見駅の電燈

の破損から得られた周期jT.ニ1.5秒が最大加速度の震動の周期であり，旦j也動はE弦連動であっ

たと仮定して両地の震動の半振幅を求めてみ、ると{fOI幌市1tjでは 16cm， I-fl学所在地では引cm

とか、る.

αJ 一
次に横車rh(rC震央距離をとり，総{:ヰirh(rC第2表の一ーの(u'{の組問を不すと第 1['21が得られる.図

グ α 
中太い線及び、二重丸は第2表ヰl比較的信用度の高い の(rEn:，表ヰ1(rCムをfSf]fうた比較的信用

ク
度の低いタの値の範回はその上限値を×印で下限値をOαSIJで示した 図を見ると信用度の高

い ; の昨ついては震献央央‘f但倒倒E距附附附E問閥南淘離i佐山L
αL  

転倒率と さとの関係に見られた転倒率;の小さい値附してーのfJ&:の大き過ぎる信用度の低
α ダ / α ¥ネネ

い場所の値は第4図に於ても矢張り ーの胞が大変過ぎるか，前f'C述ぺた様に(二) の値
グ ¥グ/叫

が大vc失する様に思われる.ここで興味あるのは，襟裳，広尾，様i以，中札内等の襟裳111~jVCj丘

α 
い堅硬な地盤の所が，同じ震央距離に対しかなり の値が小さい ζ とである.この傾向は震

グ
度分布図や第1図に示した 5%の等墓石転倒率線によっても伺うととが出来る.

α 
最後に第2表の二…の胞と震度とから震度 IV，V， VI にれーる…ーの範囲の大絡を推定す

グ

れば次の様にた、る.

1) 札幌管区気象台勝i中地震椴報(昭和27年3月15日〉
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III.墓石其他簡皐な物瞳の轄倒方向

第3表によって各地θ墓石，石燈龍，煙突等の転倒方向を図示すれば第5図が得られる.図

中のNは磁針の北である. 又震央方向を矢印で示した. 但し震央は気象台の発表に従ってN

42.00， E 144.00 とした.

図を見ると各地の転倒方向は出鱈目ではなく様似，白糠，阿寒村，厚岸の各地では近似的に

震央方向及びそれに直角な方向のものが多い.共他の各地では多少その方向が偏しているが，

との傾向が伺える.しかし，共通に見られるととは転倒方向が震央方向より震央に直角に近い

方向にその数が多いことである.とれは墓石の転倒が縦波やレイレイ波よりも横波によって多



墓石の転倒，移動等から推定した昭和27年十勝沖大地震における北海道各地η
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N 
N' 

N N ん'

Xヤ/白抜
N IV 

由自・令官空;方的

第5国 北海道各地の墓石，石燈箱等。転倒方向

"9 
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く起っているととを示すものと思う.斯様主主現象は屡々注意せられているが，十勝沖地震につ

いても認められたのである.

VI.地割れについての2-3の観察

十勝沖地震の際に生じた地割れについては報妥されたものがかなりあるので，怠るべく重複

をさけて 2-3の著しいことについてのみ報告するととにした.

(1) 地割れの方向

鵡川橋上流右岸の低地，幌別)11 (浦河の少し西方〕鉄橋附近の河原，霧多社iの半島党端の台

地と木二i二とをつなぐ低地の北側海岸の砂地に生じ?と多くの地割れの方向を個々に測定してその

分布を調べたのが第6図である.図中矢印は震央方向である.図を見ると地割れの方向は決し

て簡単ではゑいが，墓石の転倒方向の分布に見られた様に略々互に直角な2方向，即ち鵡川で、

は略々 E-WとN-S，霧多布ではNE-SWとN30oW-S 30oE，幌J1IJJlIでは N30oE-S 300 

Wの方向を中心として地割れが分布している様である. とれは地形にも関係、あると思われる

が，震央方向とそれに直角方向にも梢々近い方向でるる・これは墓石の転倒方向と比較して興

味がある.地割れはそれに直角な方向に土地が震動した結果生じたと考えれば，第6図によっ

てこの土地の震動方向を知り得るととになる.斯く考えれば地割れの方向は墓石の転倒方向と

関連ある筈であるが，例えぽ鵡川橋上流右岸の地割れ方向と鵡川火葬場附近の墓地の墓石転倒

方向〔第5図中鵡川の主要転倒方向〉叉幌別川の地割方向を浦河墓倒方向と比較すれば必すなし

も一致しているとは言えたいとれ閉じ地域でもその相場所によってかたり様子カ準法一
n 、，常-~---­

合もあるととを意味するのであらう 艇がた浦幌市街と浦幌中学所在地の7の差異も同
じ様1t.例である.

N N 

圃時宜主君旬

第6園 鵡川，霊喜多布，幌別川におけるi也容1れの方向ρ分布

以上の3ケ所ともに地割れのあちとちで青砂を噴出している所があった.

(2) 地割れの開閉現象

N 

2) 例え{1"福宮孝治; 昭和9年3月21a南伊豆強震調査報告p 地震研究所議報12(昭和9年)， 527・
3) 北海道大学理学部地質鉱物学教室 -1勝沖地震調査報告〈昭和27年9月)， 12. 
北海道開発局土木試験所; 十勝沖地震調査報告，土木試験所会主報4(昭和27年4月)， 13. 
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地割れの開閉現象は外国では 1797年 2月の Ecuadorの Riobamaの地震， 1692年 6月の

Wcst Indiesの Jamaica地震， 1755年 11月の Lisbon地震等多くの報告があるが，本邦では

大地震が多いのに此の様た記録が案外少たいが，大正12年関東大地震の際に千葉県北条小学

校の校庭で斯様な現象が起ったととが今村明恒博士たよって報告されている

十勝沖地震の際に鵡川橋上流右岸の低地で堤防工事に従事していた人が地割れの開閉現象を

目撃した.即ち“主要動のとき 3分間位地割れがパクパク開いたり閉ぢたりして，開いたとき

71<と青砂を 10cm位の高さに噴出した"と云

う.附近の絡図を第7図に示したが，堤防を

はさんで、AA'A"とBC'CDの2筋の地割れ

があり，地割れは幅の広いととろでLIOcm位，

深さは肉眼で見えるところでは1.!)m以上で

あった.地割れの開閉現象の見られたのは

CC' (図中斜棋を施した部分〕でるった. し

かし，他の部分のととは見た人がいないから

A 
J 一一一ー一一一

;ー;ー ;ブ三品~堤iが凶弘一辺均
一'Þ~...-;';r;'/~'.'.'-'.'.'"

，!........:...!.ムニ~

叫と，、 1'18S'W'-¥l1抑制 B 

N 

T 
第7顕 鵡川橋上流右岸におν、て地割れの開閉現

象の見られた附近の略図

判らたいが， A"附近に青砂を噴出した跡があるのをみるととの附近でも多少D開閉があった

のではたいかと思われる.

周囲の状況からみて，開閉現象の起った直接の原因は堤防の影響ではないかと思われる.と

の土地は土木現場の人の話では表面から 14cm位が粘土質)11泥で，その下1m位は砂，その下

1m位は青砂泥で向その下は牒であると云う.兎に角地盤が軟弱で、あるととは地震後堤防」がか

たり流下し図中に示した堤防を横切るコンクワート排水植管内でもその泊下が認められる.従

って軟弱地盤の上に乗った堤防は 1つの制振作用の小さい振動体に友っていると考へるべき

で， ζれが地震動を受けてその国有振動を誘発し図中 AA'とBC'の聞の堤防に連結した部分

と周囲の部分との聞に振動の差を生じ地割れの開聞が起ったのではないかと思われる.

(3) 所謂“日高新山"について

新冠駅北方1.5kmの小高い丘 L高度約 40mの牧草地〕に地震で生じた地割れに対し， “H高

新山"として“約10m隆起した"ととが地震直後報ぜられたが，とれば共後の調査で誤りであ

った ζとが確認された.然し，との山の形や割れ目の入り方については大層興味深いので筆者

第8園 所謂“日高新山"ぐ図中 A)附近の見取図.(AかちS420W へ 150m乃鳥居F付近から見たもの〉

4) 今村明低; 地割れD開閉心現象にづいて，地震1(昭和4年)， 744. 
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らも少し観察の結果を述べて治く.第8図はとの山(図中 A)及び附近の見取図である.

先づ一見して興味深く感やるりはとの小高い丘の形が有珠昭和新山の形によく似ているとと

12 

である.大体の形は地震後も地震前と大差ない自であるが，第8図中CC'より上白山頂部が地

Bは震で約1m盛上ったと言われている.現在山頂の高さは CC'線上約 2，，-，2.5mであろう・

A山頂から N200Wに"100m位離れた所にある丘でAと異たるのは CC'から上がなく近所の

B丘は此度しかし，人の話では中央には直径約50mの少し凹みがあると云うととであった.

の地震では何ら変化がたかったと云う.

山頂 λ部分に半径2m

こLを中心として丘全体に放射状及び同心円的の割目が入り，

第 9図は A丘の上K十勝沖地震で生じた地割れの見取図であるが，

位の円形に青粘土が噴出し，

との様子は硝子を先の細い
M，N， 

もので急に破砕したときに

生十、る割自によく似てい

山頂部で斯様な割目でた.

断切られた土塊は 1，，-，2畳

敷位の面積で厚さが1m位

の煉瓦型に近いもので西方

20cm位は湿った黒土層で

向のものは多少々飛出して

その下は粘土質の赤土周で

幅30cmにも及ぶものがあ

深さは約2mまで認められ

山頂部での割目では

り，中をのぞくと表面から

も?子??ε
も

\~ / 

¥¥・¥

ν、る.

た.

筆者らは気付・か危かった

の

S

室

ら

教

か
一
学
頂

佐

山

質

ば
地

れ

大

よ

北

に
，
ぷ
査

カ

調
5一一一一10 2'0 3D叫

200 "-'300Eの割自の延長が

所初“日高新山"に地震により生じた地割れの見取図

との延長上にあると思われる家屋が数軒ー被害をうけていたと云うことである.

との割目の分布や山頂の青粘土の噴出から推測されるととは地下かたりの深さ (40~f>Om?) 

第9園丘下の道路，河岸の最上に

も認められ，

から太さ1O~20 111の棒状むものくゐそらくは液状に近い青粘土の在〕で山頂部の地下から急

激に突上げられたのでは怠いかと云うととである.A山頂を通り N200 ~300W --8 200 ~300E 

寸j務沖地震調査報告〔昭和 27年9月)， '12. 5) 北海道大学理学部地質鉱物学教室;
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の方向の割目が最も主な割目であるととは上に述べたが，との方向に丁度B山頂があるととを

思えば， ζれは地下の大割目〔弱椋?)で，との大割目にそって泥状の青粘土の住が地震の震

動で地下深くから突上げ噴出したものではないと思われる.

斯様に考えると想像に過ぎないが， A， B両丘は全く無関係なものでなくその全体の形も過

去の大地震に伴った同様な機俸の泥状青粘土の桂の地下からの突上げκよって生じたものでは

あるまいか， ζれらむ形が小規模で、はあるが，有珠昭和新山の現在の形や円頂丘生成前の形に

非常に似ているとともこり様な機構を暗示する様K思えてなら主泣い.専門家の調査を煩したい

ものである.

終り K臨み，木調査は東京大学地震研究所長津尾弘遺教授を班長とする十勝沖地震研究班に

よる調査の一部として行われ文部省科学研究費に依ったものであるが，北海道大学工学部大坪

喜久太郎教授を委員長とする北大十勝沖地震調査委員会からも種々御便宜を受けた.又霧多

布，根室，広尾，襟裳，幌泉寺zの墓石転倒に関する調査は北大低温科学研究所の楠宏助教授，

浅田宏助手に依頼して行ったものである.叉現地調査に際しては北海道開発局の小川施設部長

並びに現地開発施設音1¥，港湾事務所等の方々の御協力を得た.こ」に記して厚く感謝の意を表

する次第である.

第3表 十勝沖地震に依る墓石転倒の調査結果

場 (cm) 利害見jlpyte):，I備 考l共他の転倒方向
97 x 30 x 30 

95 x 35 x 36 

/8 x 30 x 32 

91 x34x34 

円::;l:伊 1
グ 0.38 0.35 

。 0.37 0.35 

98x37x37 グ 0.38 0.36 

87 x 36 x 36 グ 0.41 0.38 

浦憎東び禅い謙幌寺も教及町

66 x 27 x 30 

63 x 18 

寺〉
100 x 30 

グ 0.41 0.38 

8850E 0.29 0.28 

885οE 0.30 0.29 

77x24 0.31 0.30 I蓋あり
132x45 N800W 0.34 0.32 

114x39 8820、v 0.34 0.32 
85x33 880E 0.39 0.36 

82 x33.5 8730、v 0.41 0.38 
70x30 8750E 0.43 0.39 

I I 「内8240、N(タ〉
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I ..... -，-- ，~ -'-- "'- -> I 1...-. "" I底幅 bとI/ _ ，* I 
場 所 l墓石抗告さ|傾斜|号館lTJJl(fL21備 向方倒転の他考

墓石50-60%1N540E， N840E 79x26x33 転倒せず 0.33 0.31 

79x3J.5x32 グ 0.40 0.37 転倒 S850E， N60E 
78x31 x31 グ 0.40 0.37 S750W， N240W 
88x35x35 タ 0.40 0.37 S480W(高麗犬〉

70x29x30 タ 0.41 0.38 S450W( ~ ) 

炭の白く慕新坑白糠糠

115x31 N150W 0.27 0.26 

82x30 不明 0.36 0.34 

地附近〉 80x30 少 L傾斜 N20E 0.38 0.35 

103 x 40 N850W 0.39 0.36 

75x30 S800E 0.40 0.37 

75x30 N820W 0.40 0.37 

57 x 26.5 N860W 0.47 0.42 

27x 15 S60W O.ララ

72x24x25 転倒せず 0.33 0.31 墓石30-40%

72 x 24 x 32 タ 0.33 0.31 転倒

73x25x26 タ 0.34 

92 x 32 x 34 タ 0.35 0.33 I 

72 x27x28 タ 0.37 0.35 I 

88 x 32.5 x 33.5 。 0.37 0.35 I 

109 x 40.5 x 41.5 タ 0.37 0.35 

90x35x36 。 0.39 0.36 

82x32 x32 グ 0.39 0.36 

80 x 30 x 31 グ 0.39 0.36 

66x26x28 タ 0.39 0.36 

61 x24x26 ~ 0.39 0.36 

71 x28x31 。 0.39 0.36 

釘11 路 76 x 30 x 30 イ少 0.39 0.36 

〈墓地〉 7雪x28.5 x29.5 。 0.38 0.36 I 

80x31 x31 タ 0.39 0.36 

78 x 30 x 30.5 タ 0.39 0.36 

80 x 32 x 33 グ 0.40 0.37 

76 x 30 x 31 タ 0.40 0.37 I 

88x35x41 ヂ 0.40 0.37 I 

83 x 33 x 33 ヂ 0.40 

70 x28 x 30 。 0.40 0.37 I 

75 x30 x 33 。 0.40 0.37 

60 x 24 x 25.5 。 0.40 0.37 

80x33 タ 0.41 0.38 

94.5 x 38.7 x 39.5 タ 0.41 0.38 

60 x25.5 x26 タ 0.43 0.39 

日9x 25.5 x 26.5 4少 0.43 0.39 



場

墓石の転倒，移動等から推定 Lた昭和27年ト勝沖大地震における北海道各地の
最大加速度と，特異な地割れの観察

底隔 bとん 、 l 
l 墓石の大きさ IMi 7.-:1. I転倒 ー~ (a ¥* I 

(c川 |傾対l方向 1FJJI7211 考l共他の転倒方向
一一一 一一一

95x2ラ 8400、v 0.26 0.25 
92 x 36.5 8400E 0.29 0.28 

65 x21 8680、v 0.32 0.30 
I 66 x22 8460E 0.33 0.31 

108 x 37 N500E 0.34 0.32 

I 93 x 33.5 N500E 0.36 0.34 

82 x30 8420W 0.37 0.34 

70 x26 N3ちOW 0.37 0.3ち

80 x30 N460E 0.38 ， 0.35 

I 78 x 30 N80W 0.38 0.35 

66x25 不明 0.38 0.35 

， 72 x 27 N440]<; 0.38 0.35 

79x 30 IN列OR 0.38 0.35 

79x30 N400E 0.38 0.3ラ

71.5 x 27 S500W 0.38 0.35 

N280W 0.39 0.36 

釧路(続〉 1山 Oラ N530E 0.39 0.36 

75 x 29.5 8100E 0.39 O.ヲ6 I 

I 78 x 30 N600E 0.39 O.ヲ6

79 x 30.5 N200、v 0.39 0.36 
87 x 33.5 N420E 0.39 0.36 

75x30 8440E 0.40 0.37 

N480E 0.40 0.37 

84 x33ヲ N400E 0.40 0.37 

N450E 0.40 0.37 

S440、v 0.41 0.38 
81 x33 

76 x 31.5 8430E 0.41 I 0.38 
79x 32.5 不明 0.41 0.38 

66x28 N460W 0.42 0.39 

I 54 x 23 S720W 0.43 0.39 

8520W 0.47 0.42 

48 x 22.5 N400E 0.47 0.42 

62 x22.5 x加 山 l-1N78明石健〉|転倒せずI0.36 
59 x 21 x 24.5 t- 0.36 0.34 ' 転倒 8700E( t-) 

0.35 N500E， S800W 82x30x31 4少 0.37 

厚岸行 町
(正号a-" 78 x 29.5 x 36.5 

。 0.38 0.35 I N220W， N700W 

吉祥寺寺) ， 80x31 タ 0.39 0.36 '回転す 8580E 
教雲

0.37 ' : 60x24x24.5 手' 0.40 

80 x 32 x 32 4シ 0.40 0.37 

88 x 36.5 x 36.5 。 0.42 0.38 

1告
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)1if ;fi {l) * ~ ~ I '"" M. I.~ fjlJ I底踊bとI/ a ¥* I '"". ~ I 
場 所|墓石弘きさ|傾斜l努日lTJ上flexli備 考|帥の転倒方向

77 x 30 x 30 転倒せず 0.43 0.39 

58 x 28.5 x 34.5 タ 0.49 0.44 

73 x 36.5 x 42.5 4少 0.50 0.45 

182 x 32 S400E 0.18 0.17 

厚 tt町 52.5 x 24 60 S400E 0.32 0.20 
ぐ続〉

30 0.28 0.22 81x22.5 S440E 

74x 18 S280E 0.24 0.23 

96 x 23.5 N350W 0.2ラ 0.24 

79 x 30.5 S180E 0.39 0.36 

72 x 31 x 32 転倒せず 0.43 0.39 墓石70-80% N600E， S600E 
58 x 27 x28 。 0.47 0.42 転倒

56x27x29 タ 0.48 0.43 

及大大(IE林び津福寺学寺村校t" 
71 x 29.5 日υ S450E 0.42 0.31 

68 x24 S350E 0.35 0.33 

附近の 83 x 30.5 N450W 0.37 0.35 
寺〕

69 x 25.5 S500E 0.37 0.35 

65 x24 S800E 0.37 0.35 

75 x 31.5 S650E 0.42 0.39 

77 x 2 1 x 32.5 転倒せず 墓石35-45.%

87 x27.5 x 32 。 0.32 0.30 
転倒

90 x 28.5 x 31.5 グ 0.32 0.30 

81 x27x27.5 グ 0.33 0.31 

83 x27.5 x 33 タ 0.33 0.31 

86x29x29 タ 0.34 0.32 

74x25x29 グ 0.34 0.32 

64.5 x 22.5 x 27 9 0.35 0.33 

74 x 27.5 x 29.5 イク 0.37 0.35 

阿(基寒地村〉 79 x 30 x 30 4シ 0.38 0.36 

76x29x32 ヂ 0.38 '0.36 

77x31x31.5 タ 0.40 0.37 

79 x27 60 S700E 0.34 0.22 

69 x21.5 S650E 0.31 0.30 

70x21.5 S650E 0.31 0.30 

86 x27 S570E 0.31 0.30 

85 x 27.5 S700E 0.32 0.30 

92x31 N150E 0.34 0.32 

68x28 S600E 0.41 0.38 

池田町
88.5 x 30 x 3 1.9 醐せずiOH10笠 11.'T;fi45-55%

(そ慈の教他寺〉， 93 x31.3 x 33.1 
78 x29 E I 0.23 I 0.22 



墓石刀転倒，移動等から推定 Lた昭和27年ト勝沖大地震における北海道各地の
最大加速度主，特異な地割れの観察

場 所(墓石町さ l傾刊号官iFhl(dl備 考i其他の転倒方向
110x27.1 、v 0.25 0.24 

136 x 36 S 0.26 0.25 

110 x30 E 0.27 0.26 

57.5 x 15.5 N550W 0.27 0.26 

88x30 N450E 0.29 0.28 

68.2 x21 8600]<; 0.31 0.30 

70.5 x22 一 0.31 。:30
119 x 38.5 NlOoW 0.32 0.30 

59 x 19.6 W 0.33 0.31 

池田町
82x28 8700E 0.34 0.32 

(続〉 82.5 x 28.5 S500E 0.35 0.33 

100x35 8800、v 0.35 0.33 
85.5 x30.7 N130E 0.36 0.34 

79 x 29.8 N800W 0.38 0.35 

100 x 36 E 0.36 0.34 

85.3 x 32.5 S800W 0.38 0.35 

80x30 S820E 0.37 0.35 

95x 36 w 0.38 0.35 

95x35 R 0.37 0.35 

88x30 E 0.37 0.35 

73 x 23 x 25 !転倒せず 0.32 0.30 墓石30-40% N85
0W， N600W 

88 x30x30 タ 0.34 0.32 
転倒 N200E， 8700E 

75 x25.5 x27 グ 0.34 0.32 8550]<;， N600W 

76x26x27 ヂ 0.34 0.32 

94x33 x33 タ 0.35 0.33 

93 x 33.5 x 34.5 4タ i U301 匂

本別町
83 x30x30.5 9 0.36 I 0.34 

(墓地〉 74x27x27 タ 0.37 0.35 

80 x 30.5 x 30.5 9 0.38 0.35 

74x30x30 タ 0.41 0.38 

74 x 30 x30.5 タ 0.41 0.38 

100 x 19 i S180W 0.19 0.19 

74 x23 0.31 0.30 

87.5 x 33 N700W 0.38 0.35 

62 x 17x21 転倒せず 0.27 0.26 墓石 5-15%

94 x 25 x 33.5 タ 0.27 0.26 
転倒

帯広市
52x 14.5x21 グ 0.28 0.27 

〈墓地〉 83 x2ヲ.5x 30.5 4少 0.28 0.27 

83 x 29.5 x 30.5 4少 0.36 0.34 

60x21.5x24 。 0.36 0.34 

17 
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|墓石の大きさ 11lJi ~f I 転倒(寄付判例*I~ìil 71]1 
湯 舟r| (川 |似新|方向|との比[しん|伽 考|其他の転倒方向

仏 23x25 帥何ず 0.37 I 0.35 

81 x 30 x 30.宮?-I 0.37 I 0.35 

帯広市 I7砂9x3鈎Oxけ3却O.日 I ?- I 0見 I0.3 
(続) I 79 x2お8.5 I N8釘ラ。EI 0.36 I 0.34 4 

95 x 37 I N850E I . 0.39 I 0.36 

90x3日 転倒? I 0.39 I 0.36 

79 x 27 x 27.5 

上士幌村 I76 x 30.5 x 30.5 
(墓地)I 

44x 13 

78 x31 x 32 

69 x29.5 

標津 I130x31 
(根室〉

69x27 

74x31 

|転Ti:::i:;lttiffZ段
。I 0.33 
?- I 0.34 

?- I 0.37 

ヂ I0.39 

?- I 0.39 

?- I 0.40 

?- 0.41 

?- I 0.41 

転倒? I 0.26 

転倒 I 0.27 

転倒せずI 0.26 

タ I 0.29 

?- I 0.29 

?- I 0.29 

?- I 0.30 

?- I 0.30 

?- I 0.31 

?- I 0.31 

?- I 0.37 

?- I 0.37 

転倒? I 0.25 

タ I 0.32 

転倒せずI0.40 

タ I0.43 

NIIOW I 0.24 

11rJ;石5-10%
0.31 

1転倒
0.32 

0.35 

0.36 

0.36 

0.37 

0.38 

0.38 

0.25 

0.26 

0.25 I墓石 I~2d

0.28 I転倒

0.28 

0.28 

0.29 

0.29 

0.30 

0.30 

0.35 

0.35 

0.24 

0.30 

0.37 I墓石 5;?b以下
|転倒

0.39 I 

0.23 

N540W I 0.39 0.36 

S660E I 0.42 I 0.38 



墓石の転倒，移動等から推定した昭和27年十勝沖大地震における北海道各地の
最大加速度と，特異た地割れの観察
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87 x29 

中本L内 I46.5 x10.5 x20 

根室 171x23 

務石|

l転倒せずI0.23 
1 N45ow I 0.32 

I 1 

76x23x31 !転倒せずI0.30 0.29 

56 x 18 x23 タ 0.32 0.31 
霧多布

78 X 31.5 x 31 0.40 ヂ 0.37 

79 x 32 ;，(32 タ 0.41 0.38 
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0.22 

0.30 Ihこl中割合で転倒
|1  N45

0
W 

l回転，転倒 L'回転より求めた振動方
たものな L 向
回転 I S300E又はそれにI直角

I S230E 
回転 Is (/ 
回転

69 x 24 x 28.5 20 転倒せず 0.35 I 0.30 

82 x 285 x 30.3 (/ 0.35 0刀
広尾 1 __ __  _.  

69 x 30 x 31 (/ 0.44 I 0.40 

l 仇 33x 33 (/ 0.49 I 0.44 

号、 ぷI58 x 23 x 27 I 1転倒せ-rl O.~O 0.37 回転す，転倒不明
一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一
幌 泉____ I :総数里山，転倒なし

日平工×五一一一一 l-1371側u~f'I--~~4;-I函-11Jf1535-=扇面孟示ム"R転倒
79 x 28 x 30 

50x20.5x21 

75x32x32 
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〉
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寺

山
及
禅

浦
く
地
照

69 x 27.8 x 29.8 

言。

。 0.35 0.33 

ク 0.41 0.38 

タ 0.43 0.39 

i S58
0E 0.23 0.14 

S240E 0.28 0.27 

w 0.31 0.30 
I 

N180E 0.33 0.31 

S20E 0.33 0.31 

S40W 0.34 0.32 

S740E 0.40 0.32 

N870W 0.35 0.33 

日820E 0.37 0.34 

SI60、v 0.37 0.35 
N 0.41 0.37 

60 I転倒せず 0.40 0.27 

タ〈回転〉 0.32 0.30 

。 0.37 0.34 

タ〈タ〉 0.37 0.34 

(/ (タ)i0.40 0.37 

回転す，転倒|回転より求めた振動方
数2-3;;;; 向

N300E又はそれに直角
S400E ク

S210W タ

N， N40E 

NI20E， S120W 

S220、V，NI40E 
N580W， SIOoW 

墓石50-60%1S660E(ィ、学校門柱〉
転倒 I S570E( (/ ) 

S日OOW(地蔵尊〉

N500E， N780W 
NI60E， S300E 



20 福宮孝治・同畑忠司・藤木忠美・金安公造

場 所|墓石Z広告さ|傾斜|努自lFYiiG):|備 向方倒転の他共考

66.5 x26.8 転倒せず 0.40 0.37 E， 8 
88x36.7x37 タ 0.42 0.38 N700E， 8750E 
58 x25.3 10 タ 0.44 0.38 N100W， N400E 
67.5 x 29 x 29.2 タ 0.43 0.39 8750W， N800W 
92x42 x44 タ(回転〉 0.47 0.42 N350E， S 
60.4 x 22.5 140 w 0.37 0.11 N100E(円筒石燈〉

55x 18 60 N720W 0.33 0.21 S ( タ 〉
74 x 18.5(dia) 

N450W 0.25 0.24 S500E ( タ 〉
円筒墓

57 x 18.9 w 0.33 0.31 N (神社燈籍〉

71 x24 N200W 0.34 0.32 N200W ( タ 〉

86 x33.8 20 
8700W 0.39 0.33 S200、~ ( 4少 〉〈オドリ〉

87 x30 SIOOE 0.35 0.33 S200E (燈箱〉
57 x 19.8(dia) 8730、v 0.3宮 0.33 S800W (タ〉

円借墓
82 x30 N370W 0.37 0.34 S600、~ (タ〉

7ラx27.8 8330E 0.37 0.35 S500E (ク〉

64 x24.7 N32"W 0.39 0.36 N350W( ~ ) 

日8x 22.8 N840E 0.39 0.36 EW方向向(家屋の主振
動方 〕

ヲ6x 22.4 N100W 0.40 0.37 

滞 河 57.8 x 25.3 20 0.37 
(続〉

70 x 28.3 s I 0.40 0.37 
70x28 向日oW 0.40 0.37 

66x 27 10 、v 0.41 0.38 

63x25.8 ? 0.41 0.38 

44 x 18.3 N 0.42 0.38 

72 x 29.8 N770W 0.41 0.38 

62 x 25.7 850W 0.41 0.38 

68.7 x28.5 S100W 0.42 0.38 

77 x 31.7 S 0.41 0.38 

73 x 30.3 8100E 0.41 0.38 

78.5 x 33.5 E 0.43 0.39 

61.7 x 26 8260W 0.42 0.39 

73.5 x 30.7 E 0.42 0.39 
(オドリ?)

59 x26 NI50E 0.44 0.40 

67 x 29.3 S100W 0.44 0.40 

67 x 30.3 s 0.45 0.41 
62 x 27.8 8770E 0.45 0.41 

72 x 31.8 10 
S820W 

0.44 0.42 
〈オドリ〉

92.5 x 23.5 x 25.5 転倒せず 0.25 0.25 腕 -4N1川和 N

55 x 16.4 x 20.3 タ 0.30 0.28 転倒 N600W(家動揺〉
日高三石

53 x 18.5 x 20.7 30 0.35 0.28 タ

56.5 x 15 50 8200E 0.27 0.17 



墓石の転倒，移動等から推定した昭和27年十勝沖大地震における北海道各地の
最大加速度じ特異な地割れの観察

21 

場 所 l墓石おきさ i傾斜問型自(7);l備
日高三石
〈続〉 ¥
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57 x 17.5 

65 x21 x25 

65 x21.5 x25 

同じもの

59x22x22 

80x30x31 

62x 18 

静内!日xl4
(駅附近 l
の墓地')I 89x25 

鵡川
(墓地及
rf永安
寺〉

苫小牧
く墓地〉

岩見沢
(墓地〉

ラ6x16 

61x18 

89x26 

90x31 

56x 19 

82x30 

85x 16x 16 

87.2 x 27.7 

138 x 42 x 43.5 

72.5 x 23 x 24.3 

72 x 23，8 x 27.5 

75x2日.4x 28 

89.5 x 30 x 30 

152x 14 

58x 18 

民
ノ• 
4

9

4

 

4
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つ
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の
ふ

×

×

×

 

E

y

n
巴

nnu

q
J
8
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102 x 25 

113 x26 

135 x 35 

l飢S30E 
40 転倒せず到I0.32 

ヂベ(害樗房); 夕 I 0.42 
タ

4少

80 I NWE  I 0.29 
N350E I 0.25 

N780W I 0.28 

N380W I 0.30 

N420E I 0.34 

S480W I 0.34 

0.31 0.29 

0.32 I 0.34 

0.24 1墓石3ラ-45%1N540E， N450E 
0.34 転倒 I S240W， N450W 
0.34 

6.50 
転倒せずI0.19 I 0.18 Iはめこみ

0.32 

0.30 

0.19 I墓石20-30JGIN670E， N600E 
0.29 I転倒 I N550E， S480W 

グ

グ

!転倒せずI0.09 
60 I l' I 0.31 

20

アl:

N600E， N500E 

N500E， N220E 

S540E， N700E 

S440E， N56οW 

S280W， S80W 

N360W， N 460E 

N440W， S500E 

N60W 

N530E， S70o:w 

S700W， N 
E(火葬場煙突)， S300E 
(煉瓦工場煙突高さ 12!11

位)S5
0Wく石燈〉

N600W， S300W 

0.30 

0.31 

0.32 

0.32 

0.19 

0.21 

0.24 

0.31 Iおどり跡あ P

0.34 I 

0.09 I転倒せるもの|

0.19 I世 L
0.20 I 
0.20 

0.20 

0.20 I転倒せるもの
lなし

0.22 I.~ 

0.25 
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1. On the Maximum Accelerations of the Disastrous 

Off-Tokachi Earthquake (March 4， 1952) as estimated 
from the Overturning of Tomb-Stones， and on Re-
markable Cracks in the Strongly Shaken Area. 

キ キ家 事

By Takaharu FUKUTOMI， Tadashi TABATA， Tadaharu FUJIKI 
and Kozo KANEYASU 

ゲDepartmentof Geophysics， FacuIty of Seience，材 Sectiol1of 

Physical Oceanography， Institute of工owTemperature Science) 

The Off-Tokachi earthquake which originatecl at about Iat. 42口N，lOllg. 144口E on 

l¥Iarch 4 th， 19o2 was thc most disastr叩 searthquake sincc thc opcniug of Hokkaido. Thc 

prCl'Cl1t authors investigatcd the maximum horizontaJ acceJcrations and thc dircetions of the 

principal vibrations at 24 placcs in the strongly shakcll are乱 byobserving overturni.ng of 

tomb-stones， ston←monuments， chimllcys alld the displaccments of houFes. Some obscrvations 

wcre al80 made 011 the remarkable carthでrackswhieh wcrc causcd by thc carthquake vibrations. 

The resuHs are bridly summarizcd as fo11ow8: 

1) Thc maximum horizolltal accclcratiolls a円indicakdby thc ovcrtuming of thc tomb-

sto即日 i11the stro昭 Jyshakcn area， cspccia11y ill Otm， Urahoro， lkeぬ alldUrak乱wa，atiaillcd 

at their maximum 30"，40 % of the gravity aceeJcration as ahoWlI ill Tablc2. The maximum 

acceleratioll of about OO % of the gmvity acceleratioll was also requil'cd to caUsc thc ca 90 

cm displaccmcnt of a hOllse on rcclaimcd groulld in thc vicinity of Urahoro. 

All approximate reIatioll betwecll the Illtcllsitics of this carthquakc in Inany placcs alld 

thc cor・rcspondillgmaximull1 horizolltaJ acccIcrations was obtaillcd. 

2) Thc dircctiollS of t11(' prillcipal vibratiollS of this carthquakc as estimatα1 froJn thc 

ovcrturning of thc tomb-8t011C8， etc. wcre， as is gencrally lmowIJ， frcqucnt ill directioll of 

the epicc11trc and in that perpelldicular to it. 

3) Thc strikcs of craeks which wcre ehicfiy ~ecn ill mudy shores alld river beachcs ill 

the strongly日hakcnart>a coincidcd approximatcIy with the dircctioll of the cpicentrc and its 

perpelldicuJar. A rcpctitio!l of phcnomcua of thc opcllillg 8nd thc shutting of cracks was 

obscrvcd hy Jaboul'crs workillg fo1' thc hallk-rcvetmellt of Ri vcr Horobctsll jJl Mukawn. 

The aut110rs also ofFcr .some discussiolls o[ thοradial nlJd the COllcclltric c)'acks which 

wcrc origiuutcd by t1w em'ih，)uakc vihratiolls at thc top aml iu t11c s:de of a hill which is 
situntcd Ilorthwanl at a distance of l.o lnn from :Niikkapu Statiou 011 thc Hidaka .Linc. 


